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手動キー： 手動で調理時間とカッターの回転数を設定してから調理します。 

1. ミキサーの電源スイッチが切れていることを確認します。 
2. ガラス容器に食材を入れて蓋をし、ミキサーにセットします。 
3. 電源スイッチを入れます。 
4. 手動キーを押して中央のダイヤルを右に回し、回転数設定します。 

＊回転数は毎分 2,500.～30,000.回転までの 2,500.回転単位で設定できます。 
＊カッターの回転数設定後の調理中でも、中央のダイヤルを左右に回して回転数の変更ができます。 

5. 再度手動キーを押し、中央のダイヤルを左に回して調理時間を設定し、 
ダイヤル中央部をタッチして調理をスタートします。 
＊調理時間の設定は 5 秒単位で最長１２０秒までです。 

6. 調理が終了するとピー音が鳴り、カッターの回転が停止します。 
7. 電源を切ります。 
8. ミキサーからガラス容器を降ろして上蓋を外し、調理済食材を取り出します。 

 
 
 
 
取り消しキー： 調理中の調理を中止し、調理の設定も取り消します。 
1. 取り消しキーを押すと、何時でもタイマー予約を含む全ての調理中の調理や設定を取り消します。 
2. 調理を再開する時は、初めからセットや設定をやり直してスタートして下さい。 
 
 
 
 
調理中の一時停止、 
1. 次の調理や設定は作動中にダイヤル中央部をタッチするとピー音が鳴り、３分間停止する事が出来ます。 
2. 再開する時は３分以内にダイヤル中央部を再タッチするとピー音が鳴り、残り時間の調理が再開されます。 
3. ３分以内にダイヤル中央部をタッチしない時は調理の設定が取り消されます、初めから再設定し直して下さい。 
4. 一時停止できる調理 

＊自動調理：ジュース、スムージー、豆乳、お粥、スープ、ソース類、 
＊各設定：手動設定、洗浄設定、再加熱設定、 

 
 
 
 
 
 



＊調理の途中に食材を追加するには、 
1. 調理中にダイヤルの中央部をタッチして調理を一時停止します。(又は、電源スイッチを切ります。) 
2. カッターの回転停止を確認します。 
3. 中蓋を止まるまで右に回してから持ち上げ、上蓋から取り外します。 
4. 追加食材は、中蓋を取り出した上蓋の穴から入れて下さい。 
5. 食材を追加後は、中蓋の白三角マークを上蓋の白三角マークに合わせ上から強く押込み、 

左に回して止まったら中蓋のセットは完了です。 
6. 再びダイヤル中央部にタッチすると残り時間の調理がスタートします。 
7. 調理が終了するとピー音が鳴り、カッターの回転が停止します。 
8. 電源を切ります。 
9. ミキサーからガラス容器を降ろして上蓋を外し、調理済食材を取り出します。 
 
フラッシュキー： ちょっとだけミキサーに便利です。 
1. ミキサーの電源スイッチが切れていることを確認します。 
2. ガラス容器に食材を入れて蓋をし、ミキサーにセットします。 
3. 電源スイッチを入れます。 
4. フラッシュキーを少し押すとピー音が鳴り、押している時だけカッターが回転してミキサーします。 
5. 食材のミキサー具合を見ながらフラッシュキーの少し押しを繰り返して下さい。 

  ＊フラッシュキーの押し時間は最長２分以内です。 
6. ミキサーが終わったら電源スイッチを切ります。 
7. ミキサーからガラス容器を降ろして上蓋を外し、ミキサー済食材を取り出します。 
 
 
タイマーキー： 予約した時間に自動調理が出来ます。  
1. ミキサーの電源スイッチが切れていることを確認します。 
2. ガラス容器に食材を入れて蓋をし、ミキサーにセットします。 
3. 電源スイッチを入れます。 
4. タイマーキーを押すとダイヤル中央部に「０６：００」と表示します、ダイヤルを回して予約時間を決めます。 

＊右にダイヤルを回すと３０分単位で時間が長くなり、左にダイヤルを回すと５分単位で時間が短くなります。 
＊１時間から１２時間までのタイマー予約ができます。 

5. 予約したら「豆乳、お粥、スープ、」の中から選んだ自動調理の文字をタッチします。 
6. 続いてダイヤル中央部をタッチするとピツ音が鳴り、選んだ自動調理の予約がスタートします。 
7. 予約の自動調理が終了するとピー音が鳴り、カッターが停止します。 
8. 電源スイッチを切ります。 
9. ミキサーからガラス容器を降ろして上蓋を外し、調理済食材を取り出します。 

 
 

 



自動沸騰調理： ４種類の熱い調理と 2 種類の冷温、常温、の調理が出来ます。  
 
熱いお粥 (米粒の形が無いお粥)  調理時間：約１８分 
1. ミキサーの電源スイッチが切れていることを確認する。 
2. 蓋を取ったガラス容器に 50~60g の生米と 500.cc の水を入れ、蓋をしてミキサーにセットします。 
3. 電源スイッチを入れます。 
4. 「お粥」の文字をタッチしてピー音が鳴ると、その下の丸印が点滅します。 
5. ダイヤル中央部に調理時間「18:00」が表示されます。 
6. 再度、ダイヤル中央部にタッチすると音が鳴り、お粥調理がスタートします。 
7. カッターが低速回転、高速回転を繰り返しながら水温が上がってお粥が出来て行きます。 
8. 調理が終了するとピー音が鳴り、カッターの回転が停止します。 
9. 電源スイッチを切ります。 
10. ミキサーからガラス容器を降ろして上蓋を外し、お粥を取り出して下さい。 
10. ミキサーからガラス容器を降ろして上蓋を外し、調理済食材を取り出します。 
 
熱いお粥 (米粒の形が有るお粥 ― 後報,) 
 
 
 
熱い豆乳  調理時間：約３０分 
1. ミキサーの電源スイッチが切れていることを確認します。 
2. 蓋を取ったガラス容器に 50g の乾燥大豆と 1.0 リトルの水を入れ、蓋をしてミキサーにセットします。 

＊乾燥した小豆や緑豆などを使うと豆乳の色の変化が楽しめます桃色や緑色の投入が楽しめます。 
＊乾燥大豆の量を増減して豆乳を濃くしたり、薄くしたり出来ます。 

3. 電源スイッチを入れます。 
4. 「豆乳」の文字をタッチすると、ピー音が鳴り、その下の丸印が点滅します。 
5. ダイヤル中央部に調理時間「30:00」が表示されます。 
6. 再度、ダイヤル中央部にタッチするとピー音が鳴り、豆乳調理がスタートします。 
7. 豆乳調理スタートの初めは水温だけが上がり続け、カッターは回転しません。 
8. 一定の水温になるとカッターは回転と停止を繰り返しながら徐々に高速回転になり、 

最後には軽く沸騰した豆乳が出来ます。 
9. 調理が終了するとピー音が鳴り、カッターの回転が停止します。 
10. 電源スイッチを切ります。 
11. ミキサーからガラス容器を降ろして上蓋を外し、豆乳を取り出して下さい。 
 
 
 
 



熱いスープ  調理時間：約 16 分 スープの諸材料を混合して各種のスープを作ります。 
1. ミキサーの電源スイッチが切れていることを確認する。 
2. 蓋を取ったガラス容器にスープ材料と適量の水や牛乳などを入れ、蓋をしてミキサーにセットします。 
3. 電源スイッチを入れます。 
4. 「スープ」の文字をタッチしてピー音が鳴ると、その下の丸印が点滅します。 
5. ダイヤル中央部に調理時間「50:00」が表示されます。 
6. 再度、ダイヤル中央部にタッチすると、ピー音が鳴りスープ調理がスタートします。 
7. 水温が９0C 前後になると、カッターは低速回転、高速回転を繰り返します。 
8. 調理が終了するとピー音が鳴り、カッターの回転が停止します。 
9. ガラス容器を降ろして上蓋を外し、中のスープを取り出して下さい。 
 
 
熱いソース類  調理時間：約９分  ソースの諸材料を混合して各種のソースを作ります。 
1. ミキサーの電源スイッチが切れていることを確認する。 
2. ガラス容器にソースの材料と適量の水や牛乳などを入れ、蓋をしてミキサーにセッします。 
3. 電源スイッチを入れます。 
4. ソース類のキーを押すとピー音が鳴り、その下の丸印が点滅します。 
5. ダイヤル中央部にタッチするとピー音が鳴り、ソースの調理がスタートします。 
6. カッターは低速回転、高速回転を繰り返しながら水温が上がって行きます。 
7. 調理が終了するとピー音が鳴り、カッターの回転が停止します。 
8. 電源スイッチを切ります。 
9. ガラス容器を降ろして上蓋を外し、中のソースを取り出して下さい。 
 
 
再加熱キー： スープやソース類を温め直します。  
1. ガラス容器に水分の多い、水、牛乳、スープ、などを入れて蓋をします。 
2. ガラス容器をミキサーにセットします。 
3. 電源スイッチを入れます。 
4. 再加熱キーを押すとピー音が鳴り、ダイヤル中央部に ５０C の設定温度を表示します。 

再加熱温度の変更はダイヤルを右に回し、 ５C 単位で ５０C～ ９0C まで設定できます。 
＊９0C 以上の設定をしてもそれ以上の温度にはなりません。 

5. 再加熱温度の設定後、ダイヤル中央部をタッチするとピー音が鳴り、再加熱をスタートします。 
6. カッターが回転しながら設定温度になると終了のピー音が鳴り、カッターが停止します。 
7. 電源スイッチを切ります。 
8. ミキサーからガラス容器を降ろして加熱した食材を取り出します。 
 
 
 



 
 
 
冷たいスムージー： 調理時間‒約１分 
1. ミキサーの電源スイッチが切れていることを確認します。 
2. ガラス容器にスムージーの材料と適量の水や牛乳、２.cm 以下の角氷などを入れて蓋をし、 

ミキサーにセッします。 
3. 電源スイッチを入れます。 
4. フラッシュキーを少しずつ繰り返して押して、角氷を少し細かくします。 

＊フラッシュボタンを押し続ける時間は最長２分以内です。 
5. スムージーキーを押します、ピー音が鳴りその下の丸印が点滅します。 
6. ダイヤル中央部にタッチするとピー音が鳴り、スムージー調理がスタートします。 
7. 調理が終了するとピー音が鳴り、カッターの回転が停止します。 
8. 電源スイッチを切ります。 
9. ガラス容器を降ろして上蓋を外し、中のスムージーを取り出して下さい。 
 
 
 
 
冷たいジュース 調理時間：約２分  材料を微細に刻んだジュースが出来ます。  

ジュース材料の搾り機能はありません。 
1. ミキサーの電源スイッチが切れている事を確認します。 
2. ガラス容器にジュースの材料と適量の水や牛乳、冷蔵庫の製氷皿の角氷などを入れて、 

蓋をしてミキサーにセットします。 
3. 電源スイッチを入れます。 
4. フラッシュキーを少しずつ繰り返して押して、角氷を少し細かくします。 

＊フラッシュボタンを押し続ける時間は最長２分以内です。 
5. ジュースキーを押すとピー音が鳴り、その下の丸印が点滅します。 
6. ダイヤル中央部にタッチするとピー音が鳴り、ジュース調理がスタートします。 
7. 調理が終了するとピー音が鳴り、カッターの回転が停止します。 
8. 電源スイッチを切ります。 
9. ガラス容器を降ろして上蓋を外し、中のジュースを取り出して下さい。 
 
 
 
 
 
 



 
 
フルーツのシャーベットアイス  
1. ミキサーの電源スイッチが切れている事を確認します。 
2. ガラス容器に 2.cm ほどに凍らせたフルーツ氷を 入れ、蓋をしてミキサーにセットします。 
3. 電源スイッチを入れます。 
4. フラッシュキーを少し押すとピー音が鳴り、押している時だけカッターが回転します。 
5. フラッシュキーの少し押しを繰り返し、ミキサーした氷のシャーベット具合を見ながらお好みで止めて下さい。 

   ＊フラッシュボタンを押し続ける時間は最長２分以内です。 
6. 電源スイッチを切ります。 
7. ミキサーからガラス容器を降ろして蓋を取ります。 
8. ガラス容器の内側に着いているシャーベット氷をスプーンなどでガラス容器の底に集めます。 
9. イチゴ、オレンジ、バニラ、などお好みの調味料を入れて蓋をします。 
10. ガラス用器をミキサーにセットし、フラッシュキーを少し押してシャーベット氷とお好みの調味料を混ぜます。 
11. 調理が終わったら電源を切ります。 
12. ミキサーからガラス容器を降ろし、調味料で味付けしたシャーベットアイスを取り出します。 

 
 
 
 
洗浄キー：洗浄時間‒約５分、 常温水と温水の 2 種類で調理後のガラス容器を簡単洗浄します。 
常温水での洗浄 １～２分間、 
1. ガラス容器に適量の水を入れて簡単にすすぎ洗いします。 
2. ミキサーの電源スイッチが切れていることを確認します。 
3. ガラス容器に約 1.0 リットルの水入れ、上蓋をしてミキサーにセットする。 
4. 電源スイッチを入れる。 
5. １分間洗浄は「スムージーの文字」をタッチし、ダイヤル中央部をタッチします。 

カッターの高速回転により、容器内の水が高速回転して内部を簡単洗浄します。 
6. ２分間洗浄は「ジュースの文字」をタッチし、ダイヤル中央部をタッチすると、 

カッターの高速回転により、容器内の水が高速回転して内部を簡単洗浄します。 
7. 終了するとピー音が鳴り、カッターの回転が停止します。 
8. 電源を切ります。 
9. ミキサーからガラス容器を降ろして中の洗浄水を捨てます。 
 
 
 
 
 



 
温水での洗浄： 洗浄時間‒約５分、 
1. ガラス容器に適量の水を入れて簡単にすすぎ洗いします。 
2. ミキサーの電源スイッチが切れていることを確認します。 
3. ガラス容器に約 1.0 リットルの水入れて上蓋をし、ミキサーにセットします。 
4. 電源スイッチを入れます。 
5. 洗浄ボタンを押し、ダイヤル中央部をタッチすると温水洗浄がスタートします。 
6. ３分ほどでガラス容器内が約４０度の温水になると、カッターの高速回転により、 

温水も高速回転してガラス容器内を簡単洗浄します。 
7. 終了するとピー音が鳴り、カッターの回転が停止します。 
8. 電源を切ります。 
9. ミキサーからガラス容器を降ろして中の洗浄水を捨てます。 
 
 
 
エラーコード： 
E02： ガラス容器に蓋が正しくセットされていないか、ガラス容器が正しく本体にセットされていない可能性があります。

再度正しくセットして下さい。それでもエラーE02 が表示される時はサービスセンターに連絡して下さい。 
 
E03： ガラス容器の底部が高温になっている。 
     ガラス容器の底に調理物が厚く沈殿している時や、高温の食材をガラス容器に入れた時などに表示されます。     

ガラス容器底部の沈殿物を洗って取り除いて下さい。 
     それでもエラーE03 が表示される時はサービスセンターに連絡して下さい。 
 
E05： ガラス容器内の食材が高温になっている。 
     熱い調理後のガラス容器が熱い状態で次の調理をするとエラーE05 が表示されます。 
     ガラス容器が少し冷めてから調理をして下さい。 
     それでもエラーE05 が表示される時はサービスセンターに連絡して下さい。 
 
E11： 温度センサーが故障した可能性があります。 
     ガラス容器が冷めていることを確認後、再度ガラス容器や蓋を正しくセットして下さい。 
     それでもエラーE11 が表示される時はサービスセンターに連絡して下さい。 
 

サービスセンター、カスタマー係：0256－64－３５６４ 
 
 

 
 



製品仕様 
品名：ヒート ミキサー Heat mixer 
品番：AD-170   
型番：PBL110-J 
容器容量：1.75L   
重 量：10.3kg 
外形寸法：W23.5 x L25 x H53.cm 
電源コード長さ：1.5m 
電 源：AC100v 50/60Hz 
消費電力：100v-1,200W 
回転数：2,500.~30,000.RPM / 無負荷時 
生産国：中 国 
 

総発売元：   

 
製造販売元：株式会社アミティ ℡：(0256) 64-3485 fax：(0256) 64-2316 

〒959-1221 新潟県燕市花園町 27－10 


